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第24回スキー場祭り　－　祭りが過ぎればもうすぐ春ですね。
２月26日、町営スキー場で、スキー場祭りが開催されました。地元の実行委員会が中心となって企画運営するスキー場開設か
ら続く冬のイベント。みかん拾いでは子どもたちが雪の中に転がるみかんをわれ先にと歓声を上げて走っていました。地元中
山地区の皆さんによる餅つきも行われ、昔ながらの臼と杵で威勢の良い掛け声とともに、たくさんの餅をつきあげていました。
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平成18年度より

指定管理者制度へ移行します
　町では、平成18年４月から指定管理者制度を導入する施設について、指定管理者の指定に向けた手続きを

進めてきましたが、12月議会で指定管理者の指定議案が可決され、次のとおり各施設の指定管理者が決定し

ました。

　今後は、指定管理者制度へ円滑に移行し、町民サービスの維持・向上を図ることができるよう、協定書の

締結など指定管理者との協議を進めていきます。

指定管理者制度
…これまで「公の施設」の管理委託先は、財団法人や区のような公共的団体等に限定されていまし
たが、地方自治法の改正により、民間企業などにも拡大されることになりました。町では、現在管
理委託している33施設及び業務委託している１施設について、平成18年４月の新制度移行を目指し
て準備を進めています。 

指定管理者一覧

No. 施　設　名
指定期間
（年）

平成 17 年度までの管理委託先 指定管理者

1 テレワークセンター 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
2 総合情報センター 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
3 勤労者総合福祉センター 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
4 ふるさと森林公園 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
5 自然活用総合管理施設 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
6 森林総合利用施設 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
7 スカイサイクル 3 財団法人白鷹町アルカディア財団 財団法人白鷹町アルカディア財団
8 深山和紙振興研究センター 3 深山区 深山区
9 斎場 5 直営（火夫業務委託） 有限会社セイノヤ
10 ヤナ公園 5 財団法人白鷹町アルカディア財団 白鷹観光開発株式会社

11 蚕桑湧泉パーク 5 
桜の里づくり推進委員会
蚕桑湧泉パーク管理部会

桜の里づくり推進委員会
蚕桑湧泉パーク管理部会

12 中山農村広場（スキーセンター） 5 中山区 中山区
13 荒砥駅前交流施設 5 山形鉄道株式会社 山形鉄道株式会社
14 スカイパーク 5 中山区 有限会社トントンとんび
15 鮎貝ふれあい広場 5 鮎貝区 鮎貝区
16 いきいき深山郷のどか村 10 深山区 深山区
17 深山工房 10 深山区 深山区
18 ふる里子ども交流館 10 下山区 下山区
19 ぬくもりの館姫城 10 蚕桑第 18 町内 蚕桑第 18 町内
20 笠松ロマン館 10 蚕桑第９町内 蚕桑第９町内
21 中山林業センター 10 中山区 中山区
22 文化創造館 10 出来町々内 出来町々内
23 西高玉桜美館 10 西高玉区 西高玉区
24 仲町友愛館 10 荒砥第 3区 仲町区（Ｈ 18.4.1 から名称変更）
25 遊和館 10 鮎貝第 9及び第 10 町内 鮎貝第 9及び第 10 町内
26 滝野交流館 10 滝野区 滝野区
27 宝前町コミュニティセンター 10 十王区 十王区
28 東横田尻歴史館 10 東横田尻区 東横田尻区
29 黒鴨いきいきセンター 10 黒鴨区 黒鴨区
30 萩野ふれあい館 10 萩野区 萩野区
31 土里夢館 10 町下区 町下区
32 広野広翔館 10 広野区 広野区

33 
高玉集会施設及び
林業者等健康増進施設

10 東高玉区 東高玉区

34 高岡集会施設 10 高岡区 高岡区
※施設名・順序は条例に基づくものです。

■問い合わせ　総務課総務係（☎85－6120）
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火葬受付は
斎場受付センターへ　☎８５－０１１２

　白鷹町斎場の管理・運営が、指定管理者制度により（有）セイノヤに移行されます。これに伴い、火葬の
受付方法が変わります。

●新受付方法開始　平成18年４月１日以降の申込から
●受付方法

●申込方法
　１．予約にあたっては、火葬希望日、火葬時間、死亡日時、町内名、死亡者氏名、申込者（世帯主・喪主）、
　　電話番号をお伝えください。
　２．火葬日は、夜間受付（午後５時以降）の場合翌々日となります。
　　（例：４月１日の夜間に申し込んだ場合の火葬日は、４月３日以降となります）
　３．申し込み後、火葬までに役場（平日：町民税務課、休日：役場日直）で、死亡届出、火葬・斎場使用
　　許可の手続を行ってください。許可証の交付を受けないと火葬の執行ができません。
　４．火入れ時間は、従来どおり午前９時、午前10時、午後１時30分、午後２時30分の１日４回です。
　　１月１日から１月３日までは火葬を行いません。
　＊役場では火葬の受付はできませんので、死亡届出前に必ず斎場受付センターに火葬受付を済ませていた
　　だきますようお願いします。
　＊３月31日（金）の夜間受付は移行時間のため夜間受付は行いません。
■問い合わせ　町民税務課戸籍年金係（☎85－6129）

現行 平成 18 年４月１日以降

昼間
平日

町民税務課戸籍年金係で受付
（電話予約可）

斎場受付センターで受付 （電話予約）

火葬受付専用ダイヤル　☎85-0112
●受付時間　午前７時～午後９時

休日 役場日直室で受付 （電話予約可）

夜間 中央公民館で受付 （電話予約可）

軽自動車税についてのおしらせ

○軽自動車の手続きはお済みですか。
　軽自動車税は地方税法第442条の２及び町税条例第70条の規定により、４月１日現在において、原動
機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車に対し、その所有者に課税されます。
　よって、平成18年３月までに廃車・名義変更の手続きを済ませますと、平成18年度軽自動車税は課税
されません。

○軽自動車税の減免について　　

　身体障害者のかたの軽自動車の減免は毎年申請が必要です。平成18年度の申請の期間は、平成18年５
月中旬（納付書発送後）から納期限（平成18年５月末日）の７日前までです。申請の際、身体障害者手
帳、免許証、軽自動車税の納付書、印鑑をお持ちください。ただし、障害の種類や等級により該当にな
らない場合もありますので、町民税務課までお問い合わせください。

問い合わせ
町民税務課町税係
（☎85－6132）



●4

国
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金
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国
民
年
金
保
険
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口
座
振
替
�

前
納
�
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�

現金で毎月納めると

現金で１年分を前納すると

口座振替で
１年分を前納すると

13,860円×12月
１６６，３２０円

１６３，３７０円

１６２，８３０円

２，９５０円割引

３，４９０円割引

１年度分は

さらに５４０円お得

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替

に
す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
一
括
し
て

前
納
す
る
と
、
現
金
払
い
で
は
２

９
５
０
円
の
割
引
、
口
座
振
替
で

は
３
４
９
０
円
（
５
４
０
円
増
）

の
割
引
と
な
り
ま
す
。（
６
カ
月
前

納
も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
。）

　

口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
（
今

年
は
４
月
30
日
が
休
日
の
た
め
５

月
１
日
）
で
す
。

　

な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
１
年

度
分
の
前
納
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

あ
ら
た
め
て
届
出
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
、

社
会
保
険
事
務
所
（
郵
送
も
可
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
で
の
１
年
度
分
の
前

納
は
、
平
成
18
年
３
月
末
ま
で
に

社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
の
窓

口
で
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
金
融

機
関
で
の
照
合
・
登
録
・
郵
送
等

に
７
日
か
ら
10
日
ほ
ど
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
３
月
20
日
以
降
の

お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

②
月
々
の
口
座
振
替
も
早
割
に

す
る
と
お
ト
ク
で
す

　

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
落
し
）
は
定
額
保

険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を
早
割

に
す
る
と
50
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。
早
割
に
す
る
と
翌
月
末
の
初

回
の
口
座
振
替
に
て
２
カ
月
分
の

保
険
料
（
従
前
の
保
険
料
と
50
円

割
引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引
き
落

と
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の

保
険
料
が
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
割
引
額
50
円
は
、
平
成
18
年
度

の
割
引
額
で
す
。
平
成
18
年
３
月

分
ま
で
の
割
引
額
は
月
40
円
で
す
。 　

以
上
の
口
座
振
替
の
お
申
し
込

み
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て

い
た
だ
く
か
、
申
込
用
紙
を
社
会

保
険
事
務
所
へ
郵
送
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
申
込
用
紙
は
備
え
付

け
て
い
ま
す
が
、
基
礎
年
金
番
号

の
記
入
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金

手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年
金
番
号

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金

融
機
関
届
出
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

　

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
振
替

方
法
の
変
更
も
同
じ
申
込
用
紙
）

は
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
請

求
し
て
い
た
だ
く

か
、
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料

の
半
額
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
る

か
た
の
口
座
振
替

は
、
通
常
の
口
座

振
替
で
の
お
申
し

込
み
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省
け
る

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

４月より保険料が変わります

国民年金保険料は13,580円（17年度）から、

18年４月より13,860円となります。

※平成17年４月から、各年度ごとに基本額

が月額で280円ずつ（29年度のみ240円）引き

上げとなり、平成29年度以後は月額16,900

円で固定されることとなっています。

（国民年金法第87条第３項関係）

＊社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

翌月末支払 翌月末支払 翌月末支払

４月分保険料

１３，８６０円

５月分 ６月分 ７月分

１３，８６０円 １３，８６０円 １３，８６０円

２カ月分引落 当月末引落

４月分保険料

１３，８６０円

５月分 ６月分 ７月分

１３，８１０円

当月末引落
※４月に申し込みが
 完了した場合

口座振替を早割にすると

口座振替で毎月納付

１３，８１０円 １３，８１０円

（割引） （割引） （割引）
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学
生
納
付
特
例
申
請
�
�
�

　

平
成
17
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
18
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
遅
く
て
も
５
月
末
日

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所

　

役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
係

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
新
学
年
の

　

学
生
証
�
コ
ピ
�
可
�

・
年
金
手
帳

・
印
鑑
�
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
�

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん
は
、

20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

は
、
広
報
し
ら
た
か
平
成
17
年
6

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

死
亡
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
国
民
年
金
の
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
金
は
、
亡
く
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

未
払
い
の
年
金
が
あ
る
と
き
は

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」

も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

未
支
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族

の
順
位
は
、
受
給
者
の
死
亡
の
当

時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
か
た
は
、
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平成18年

『移動年金相談日』のご案内

　　　　〈相談日〉　３月23日（木）
　　　　　　　　　４月26日（水）
　　　　　　　　　５月24日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　　●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　※場所は、都合により館内別室になる場合　　

　　　　　があります。

　　　　　ロビーの案内板をご確認ください。

　　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係

（☎85－6129）まで

届
出
�
手
続
�
等
�

忘
�
�
�
�
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白鷹町集中改革プラン
【平成17年度～平成21年度】

第３次白鷹町行財政改革大綱
H17～ H21

基本方針
　●変革の時代に対応する効率的な行財政基盤の確立

　●町民との協働によるまちづくりの推進

白鷹町集中改革プラン

地方公共団体における
行政改革の推進のため
の新たな指針（総務省）

Ⅰ　事務事業の再編・整理、廃止・統合

●行政評価システム手法の確立

●補助金の見直し

　（サンセット方式の導入による定期的な見直し）

●行革懇話会など町民意見を踏まえた事務事業の見直し

●公の施設の管理委託に指定管理者制度を導入

●直営事務の多様な雇用システム等の検討

●行政の守備範囲を見直した積極的な民間委託の推進

Ⅱ　民間委託等の推進

●一般職員の採用を抑制 (21年度まで )

●保育士及び調理師等の現業職員は退職者不補充

●平成20年に保育園1園を民営化

●職員の退職勧奨を推進 (18年度まで )

Ⅲ　定員管理の適正化

●給与の適正化 (高齢層職員の昇給停止、退職時の特別昇給

　の見直し、特殊勤務手当の適正化 )

●定員･給与等の状況の公表

●人材育成の推進

Ⅳ　手当の総点検をはじめとする給与の適正化

●既存法人の見直し (土地開発公社、財団法人 )

●監査・点検評価･情報公開の体制等の確立

●地方公社の経営健全化 (経営健全化計画の策定 )

Ⅴ　第三セクターの見直し

●人件費削減、民間委託による経費削減、補助金の見直し等

●歳入歳出全般にわたる見直し

Ⅵ　経費節減等の財政効果

●事務事業の見直し、給与の適正化、経費削減策への取り組み

●財務・給与状況等について公表

Ⅶ　地方公営企業関係

対象の公営企業
①上水道事業　②公共下水道事業　③特定環境保全公共下水道事業
④農業集落排水事業　⑤個別排水処理施設事業　⑥病院事業　⑦訪問看護事業

白鷹町自立のまちづくり計画
～行財政改革プログラム～

H16 ～ H20

第２次白鷹町行財政改革大綱

 H13 ～ H17

ダイジェスト版

　集中改革プランは、国が示した「地方公共団体における行政改革の推進の
ための新たな指針」に基づき、昨年11月に策定した第３次白鷹町行財政改革
大綱の中から、特に取り組むべき項目の具体的な指標や目標数値などを明示
した、平成17年度から平成21年度までの５年間の計画です。

※計画の全文は各地区公民
館、政策改革課、町ホーム
ページでご覧になれます。
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白鷹町集中改革プランにおける

主な取り組み目標

区　　分 主な施設の名称等 施設数
うち指定管理者制度導入数

H16 現在 H18 まで

①レクリエーション・
スポーツ施設

スキー場、ふるさ
と森林公園、のど
か村等

18 0 12

②産業振興施設
ソフト小村、どり
いむ農園等

4 0 3

③基盤施設
水道施設、都市公
園、住宅、公園等

31 8 11

④文教施設
公民館、調理場、
図書館等

27 0 16

⑤医療・社会福祉施設 病院、保育園等 7 0 1

合計 87 8 43

*H18 以降も必要に応じ施設管理のあり方を検討

（百万円）

項　　目 主な内容 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 合計

歳
入
確
保
策

使用料・手数料の見直し
斎場使用料の見直し、体育館・公民館使用料
基準の見直し

1 1 1 1 1 5

未利用財産の売払い等 遊休土地等の処分 2 1 1 1 5

その他
各種検診・人間ドックなど自己負担の見直し、
町外の人への町報無償送付の見直し、特目基
金（福祉振興基金）の活用

80 10 10 10 10 120

歳入確保策計 83 12 12 12 11 130

歳
出
削
減
策

人件費削減 職員数削減 ( 議員含む ) 、給与削減等 105 136 218 95 56 610

民間委託による事務事業費削減 地域主体の地区公民館運営への移行 21 21 21 21 21 105

補助金等の整理合理化 マイナスシーリング、補助金交付の見直し等 19 19 19 19 19 95

内部管理経費の見直し 経常経費マイナスシーリング等 10 10 10 10 10 50

その他 他会計繰出し金の抑制 11 11 11 33

歳出削減策計 166 197 279 145 106 893

合計 249 209 291 157 117 1,023

○ 11 年度から 16 年度までの職員数の推移（* 各年４月１日現在） （人）

区分 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 純減数 （比率）

普通会計 195 190 184 183 178 173 △ 22（△ 11.3%)

特別会計 80 81 83 81 84 82 2 （2.5%)

合計 275 271 267 264 262 255 △ 20 （△ 7.3%)

○ 16 年度から 22 年度までの職員数の推移（* 各年４月１日現在） （人）

区分 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 純減数 （比率）

普通会計 173 163 155 149 148 146 144 △ 29（△ 16.8%）

特別会計 82 79 81 80 80 79 79 △ 3（△  3.7%）

合計 255 242 236 229 228 225 223 △ 32（△ 12.5%）

（万円）

区分 効果額

1 上水道事業 1,000

2 公共下水道事業 1,500

3 特定環境保全公共下水道事業 400

4 農業集落排水事業 220

5 個別排水処理施設事業 －

6 病院事業 3,700

7 訪問看護事業 100

合計 6,920
* 個別排水処理施設事業の効果額は下水道事業に含まれる

　民間委託等の推進
○ 民営化する公立保育園の数

　０園（16年度）       ⇒１園　　　  20年度まで

○ 指定管理者制度の導入目標

　８施設（16年度）⇒ 43施設　　18年度まで

　地方公営企業関係
○ 経費削減効果目標額

　　　　6,920万円　　21年度まで

　経費節減等の財政効果（普通会計）

○経費削減効果目標額　10億2,300万円　　21年度まで

　定員管理の適正化

○ 職員の削減目標　△32人（△12.5%）　　22年度まで

　その他
事務事業の再編・整理、廃止・統合
○小規模校のあり方について検討

18年度まで
○補助事業の見直し（３年毎）

給与の適正化
○退職時の特別昇給制度を廃止

19年度から
○特殊勤務手当（税務手当・保育手当・
　特殊自動車乗務手当）の見直し

18年度まで

■問い合わせ　政策改革課　行財政改革係（☎85－6124）
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�
�
減
新
聞

現
在
の
ご
み
排
出
量
は
こ
う

な
っ
て
い
ま
す

　

平
成
15
年
度
に
策
定
さ
れ
た
白

鷹
町
環
境
基
本
計
画
で
は
、
町
民

一
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

を
平
成
24
年
度
ま
で
に
２
７
５
ｇ

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
値
は
、
野
焼
き
が

禁
止
さ
れ
た
平
成
13
年
度
に
一
人

当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が
置
賜

地
区
で
最
も
少
な
か
っ
た
飯
豊
町

の
町
民
一
人
１
日
当
た
り
の
ご
み

排
出
量
で
す
。
そ
の
数
値
を
目
指

し
て
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い

る
わ
け
で
す
が
、
白
鷹
町
の
場
合
、

平
成
11
年
度
の
２
６
１
ｇ
か
ら
年

々
増
え
続
け
、
平
成
16
年
度
に
は

３
７
７
ｇ
に
ま
で
増
え
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
平
成
17
年
度
の
町

内
か
ら
の
生
活
系
ご
み
（
可
燃
・

不
燃
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
粗
大
ご
み
）
の
月
別

排
出
量
を
見
る
と
、
１
月
末
現
在

で
前
年
同
時
期
よ
り
も
や
や
少
な

く
は
な
っ
て
い
ま
す
が
（
下
表
参

照
）、人
口
の
減
少
分
を
考
慮
す
る

と
一
人
当
た
り
の
排
出
量
は
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
適
正
な
処
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
協
議
会

で
は
、
集
積
所
に
出
さ
れ
た
ご
み

の
状
況
を
地
区
ご
と
に
点
検
し
ま

し
た
。
ど
こ
も
大
変
き
れ
い
に
管

理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
し
た
が
、
時
折
、
努
力
の

か
い
も
な
く
取
り
置
き
さ
れ
て
し

ま
う
袋
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
取
り
置
き
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
留
意
点
や
特
に
お

願
い
し
た
い
こ
と
を
掲
載
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
出
し
の
留
意
点
と
お
願
い

�
�
�
�
入
�
�
袋
�
�
必
�
地

�

区
名
�
氏
名
�
記
入
�
�
居
住

�

地
区
�
集
積
所
�
出
�
�
�
�

�

�
�

�
�
�
�
缶
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
製
容
器
包
装
�

�

�
資
源
�
�
�
�
中
身
�
空
�

�

�
洗
�
�
�
�
出
�
�
�
�
�
�

↓
最
近
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
汚
れ

　

が
目
立
ち
ま
す
。

�
油
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
化
粧
�
�
等
�
簡
単
�

�

汚
�
�
落
�
�
�
�
�
�
�
可

�

燃
�
�
�
�
�
不
燃
�
�
�
出

�

�
�
�
�
�
�

↓
中
身
は
空
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
缶
�
�
�
�
�
�
�

�

�
用
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
見
�
�
大
�
�
�
穴
�
開
�

�

�
�
�
出
�
�
�
�
�
�

↓
穴
が
小
さ
い
と
、
取
り
置
き
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
使
�
捨
�
�
�
�
�
�
破
砕
�

�

�
�
�
出
�
�
�
�
�
�

↓
パ
ッ
カ
ー
車
の
中
で
発
火
し
た

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
缶
�
布
類
�
入
�
�
袋
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
袋
�
中
身
�
見

�

�
�
�
�
�
袋
�
使
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

↓
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
袋
は
穴
が
開

　

い
て
い
て
中
身
が
出
て
く
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
布
類

　

は
汚
れ
な
い
よ
う
に
必
ず
透
明

　

な
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
箱
�
雑
誌
�
包
装
紙
�

�

紙
袋
�
古
封
筒
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
類
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
等
�
汚
�
�
�
�

�

紙
類
�
�
�
�
�
紙
�
�
�
束

�

�
�
資
源
回
収
�
出
�
�
�
�

�

�
�

↓
だ
い
ぶ
可
燃
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
ま

　

す
。

�
新
聞
紙
�
新
聞
広
告
�
�
�
�

�

�
�
類
�
牛
乳
�
�
�
類
�
洗

�

�
�
乾
�
�
�
�
�
�
�
�
種

�

類
�
�
�
紙
�
�
�
�
�
�
�

�

�
白
�
紙
�
�
�
�
束
�
�
資

�

源
回
収
�
出
�
�
�
�
�
�

↓
時
々
、
新
聞
紙
と
雑
誌
が
一
緒

　

に
束
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
紙
・
布
・
缶
の
資
源

　

回
収
さ
れ
た
分
は
、
業
者
買
い

　

取
り
に
よ
り
町
の
収
入
と
な
り

　

ま
す
。

�
生
�
�
�
�
�
�
�
堆
肥
化
�

�

�
�
�
�
�

�
収
集
日
当
日
�
朝
�
時
30
分
�

�

�
出
�
�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

平成 17 年度月別家庭ごみ排出量

単位：トン

17 年度 16 年度
前年対比

（H17/H16）

４月 218.23 216.82 100.7%

５月 203.88 213.74 95.4%

６月 195.67 185.15 105.7%

７月 182.94 199.84 91.5%

８月 250.45 247.00 101.4%

９月 199.31 185.04 107.7%

10 月 194.71 181.08 107.5%

11 月 183.40 205.63 89.2%

12 月 187.45 215.34 87.0%

１月 200.97 177.47 113.2%

4 月～
1月計

2017.01 2027.11 99.5%

季刊
No３

春号

※数値は町内全戸からの排出量です。
（商店回収分除く）

ごみを減らせる
買い物を
心がけてみるわ！



　　 広報しらたか　2006.3.10●9

▼

工
事
現
場
付
近
図

至寒河江市

至荒砥駅

至長井市

至 十 王

仮設道路

町道荒砥駅本宿線

国
道
２
８
７
号

山
形
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
道
２
８
７
号
が

仮
設
道
路
に
切
り
替
わ
り
ま
す

　

国
道
２
８
７
号
と
町
道
荒
砥
駅
本
宿
線
の
立
体
交
差
に
伴
う
工

事
で
、
３
月
16
日
（
木
）
か
ら
国
道
部
が
通
行
止
め
と
な
り
、
仮

設
道
路
を
通
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

国
道
工
事
完
成
予
定
の
19
年
度
ま
で
、
仮
設
道
路
の
通
行
と
一

部
完
成
の
国
道
の
通
行
と
を
切
り
替
え
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
道
路
計
画
課

（
☎
88

－

５
１
１
１　

内
線
３
３
３
）

①
援
助
依
頼
申
し
込
み

③事前打ち合わせ・活動開始

④活動終了・活動報告書の作成
 サイン・確認印・報酬の授受

②
援
助
依
頼

⑤
活
動
報
告
書
提
出

白鷹町ファミリーサポートセンター

日時・場所・依頼内容
氏名・TELを確認

利用会員 協力会員

●利用会員
●協力会員
●両方会員
（白鷹町内在住のかた）

※子どもを預かる場所は、

　原則として協力会員の

　自宅となります。

登録会員募集中！ 申し込みは…

●利用料金は下記の金額になります。

　○平日

　　午前７時から午後７時まで　１時間　600円

　　それ以外の時間　　　　　　１時間　700円

　○土・日・祝日　　　　　　１時間　700円

　○その他、食費・交通費等実費については、事前

　　打ち合わせ時に話し合っていただきます。

利用料金

申込用紙に必要事項を書いて、

お申し込みください。（申込用

紙は健康福祉課、各保育園に

あります）

申込先：子育て支援センター

（健康福祉課内）

子育てをしていて困ったな…
そんな時に備えて会員に登録しませんか？
（登録料は無料です）

地域ぐるみで子育て家庭を応援します。

お互いに支え合い、子育てを楽しみましょう。

子どもの笑顔きらめく町をめざして！

平成18年４月から 会員
募集中

はじまります

■問い合わせ
　白鷹町子育て支援センター
　（健康福祉課内・☎86－0212）

白鷹町
ファミリーサポートセンター
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　２月24日、パレス松風において、ビジネ
スマナー講習会が行われました。就職の内
定している町内の高校３年生62人が参加。
社会人としての心構えやあいさつの仕方な
ど全６講義を受講しました。講師のしらた
か不二サッシの庄子社長は、「会社を知るに
は理念や社風を読み取ることが大事。仕事
をがんばるため健康でなくてはいけない。」
などと話され、生徒の皆さんは緊張した面
持ちで真剣に聞いていました。

社
会
人
�
�
�
夢
�
持
�
大
�
�
羽
�
�
�
�

新
規
学
卒
者
�
�
�
�
�
�
�
講
習
会

　２月４日、パワーセンターで、おすぎさ
んの楽しいお話を聞き、映画を鑑賞する白
鷹学講座が開かれました。２回とも会場は
ほぼ満員の200人となり、中高生親子の参
加もみられ、おすぎさんは話の中で「親子
のコミュニケーションが少なくなっている
中で、物事の判断を親がせずに一般的に流
れている情報を良しとして子どもに与えて
いる。本質を見抜いて、子どもに伝えなけ
ればならない。」と語りかけられていました。

白
鷹
学
講
座

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
映
画
上
映
会

第18期十王囲碁名人戦
（２月５日　十王地区公民館）

１位　五十峯隆・五段（十王）
２位　奥山茂樹・二段（十王）
３位　稲葉　昭・初段（高玉）
４位　広瀬健治・二段（荒砥乙）
５位　大友康二・二段（荒砥甲）
６位　金田　肇・初段（横田尻）

　２月５日、東陽の里グラウンドにおいて
雪中サッカー大会が開かれました。子供大
会としては第３回目で、県内各地から14チ
ーム約140人の小学生が参加しました。当
日まで降り続いた雪で白いピッチは１メー
トルの積雪。ボールが雪に埋もれて見えな
くなってしまうこともしばしば。子どもた
ちは足を取られながら、必死にゴールを目
指して走り続けました。結果は、町内のＦ
Ｃホークスヘラクレスが見事優勝しました。

雪
�
�
�
�
�
友
�
�

雪
中
�
�
�
�
子
供
大
会

ひ
が
し
ね
保
育
園
演
奏
会

　

３
月
１
日
、
ひ
が
し
ね
保
育
園

で
、
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
保
育
園
開
放
事
業
の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
園
児

の
家
族
の
か
た
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

演
奏
者
の
金
田
稔
さ
ん
は
、
広

野
に
お
住
ま
い
で
、
作
詞
作
曲
も

行
い
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
う
な
ど
音

楽
歴
は
30
年
ほ
ど
。
お
か
え
り
な

さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
へ
参
加
さ
れ
た

り
、
数
年
前
か
ら
は
町
内
保
育
園

で
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
伝
え
た

い
と
、
園
児
た
ち
の
前
で
歌
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
元
宝
山
を
想
い

平
成
４
年
に
つ
く
ら
れ
た
「
リ
メ

ン
バ
ー
宝
山
」
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な

っ
て
元
気
に
歌
い
、
踊
り
ま
し
た
。
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小学３年以下女子大回転

1 渡部真理子 鮎貝小３年 33"48

2 横山れのん 荒砥小１年 34"23

3 大滝　碧菜 鮎貝小３年 34"54

4 今野　奏鳴 蚕桑小３年 34"69

5 高橋菜々子 荒砥小３年 35"19

6 渡部　千尋 蚕桑小３年 35"34

小学３年以下男子大回転

1 吉村　昻訓 蚕桑小３年 26"83

2 小形　瞭真 東根小２年 29"78

3 黒澤　瞭介 荒砥小３年 31"13

4 長岡　拓海 鮎貝小２年 31"70

5 五十峯宏治 荒砥小２年 32"57

6 村上　魁人 東根小２年 32"72

小学４年女子大回転

1 山口　彩夏 鮎貝小 28"35

2 松木　雅子 荒砥小 29"16

3 今　明日香 鮎貝小 30"12

4 新野　由佳 蚕桑小 32"53

5 赤間　千春 蚕桑小 34"44

6 梅津　沙耶 鷹山小 35"02

小学４年男子大回転

1 渡部　功将 蚕桑小 35"67

2 村上　駿斗 東根小 37"00

3 寒河江大作 蚕桑小 37"36

4 板垣　稜也 蚕桑小 38"50

5 丸川賢太郎 蚕桑小 38"60

6 関　　星河 荒砥小 39"17

小学５年女子大回転

1 金子　美咲 鮎貝小 36"46

2 佐藤　真帆 鮎貝小 37"29

3 小口　　優 鮎貝小 39"32

4 伊藤絵里奈 鮎貝小 39"54

5 佐藤　芳美 中山小 41"65

6 金子　成美 蚕桑小 41"91

小学５年男子大回転

1 児玉　聡太 蚕桑小 22"46

2 五十峯央人 荒砥小 23"39

3 片山　祥平 蚕桑小 23"43

4 齋藤　広大 鮎貝小 23"48

5 板垣　和貴 蚕桑小 23"88

6 川村　啓太 鮎貝小 23"95

小学６年女子大回転

1 髙橋　　彩 中山小 38"78

2 菅　紗央莉 蚕桑小 40"27

3 髙田ともみ 中山小 40"35

4 大瀧　莉里 蚕桑小 41"33

5 神居　幸恵 鮎貝小 43"24

6 黒沼美由紀 中山小 44"20

小学６年男子大回転

1 沖田　康平 蚕桑小 22"68

2 田苗　真悟 蚕桑小 22"77

3 今　　和也 鮎貝小 23"25

4 芳賀　拓人 荒砥小 24"85

5 黒澤眞太朗 荒砥小 25"33

6 髙橋　健太 蚕桑小 25"47

中学女子大回転

1 小形　結花 東中３年 21"83

2 齋藤　彩香 西中２年 22"88

3 小川　美穂 東中２年 23"52

中学男子大回転

1 吉村　亮祐 西中１年 19"99

2 菅　　慎吾 東中１年 20"18

3 安孫子翔太 西中２年 21"06

壮年男子大回転

1 高橋　　智 荒砥甲 24"39

2 今野　善則 横田尻 24"88

3 安部　　進 下山 25"32

成年男子大回転

1 鈴木　武範 滝野 24"04

2 岡部　健史 山口 24"47

3 小口　政則 十王 24"50

女子大回転

1 高屋　千佳 十王 30"26

2 芳賀真智子 横田尻 30"30

中学女子回転

1 小形　結花 東中３年 1'16"15

2 山口　眞衣 西中１年 1'25"52

3 羽田　　萌 西中１年 1'32"65

中学男子回転

1 菅　　慎吾 東中１年 1'05"96

2 吉村　亮祐 西中１年 1'06"92

3 鈴木　大樹 東中１年 1'16"63

壮年男子回転

1 今野　善則 横田尻 1'08"73

2 漆山　健一 荒砥乙 1'16"06

3 山口　浩幸 黒鴨 1'18"74

成年男子回転

1 峯田　嘉和 中山 1'02"84

2 小林　茂樹 横田尻 1'04"92

3 鈴木　武範 滝野 1'05"98

女子回転

1 芳賀真智子 横田尻 1'41"12

小学３年女子距離

1 大滝　磨奈 中山小 10'36

2 梅津　　瞳 東根小 11'42

3 川部　涼香 鷹山小 12'37

4 横山有里紗 鷹山小 13'42

5 渡部　千尋 蚕桑小 14'10

6 船山　千帆 蚕桑小 14'29

小学３年以下男子距離

1 丸川　　丞 鷹山小３年 8'05

2 横山　祐稀 鷹山小３年 8'53

3 小関　拓哉 鷹山小３年 9'56

4 海老名　涼 鷹山小３年 9'58

5 佐藤　大志 鷹山小２年 11'38

6 吉田　桐麻 中山小１年 11'39

小学４年女子距離

1 大嶋　未来 鷹山小 9'23

2 梅津　沙耶 鷹山小 10'34

3 松木　雅子 荒砥小 11'09

3 横山　夏帆 鷹山小 11'09

5 相馬　彩花 鮎貝小 11'52

6 小川さゆ美 鷹山小 14'06

小学４年男子距離

1 白田　　光 鮎貝小 6'56

2 安部　大寛 中山小 6'57

3 村上　駿斗 東根小 7'20

4 堀川　　響 中山小 8'11

5 鈴木　　真 蚕桑小 8'18

6 奥山　貴博 荒砥小 8'32

小学５年女子距離

1 梅津　沙織 鷹山小 7'43

2 佐藤　芳美 中山小 7'53

3 清野　明美 鷹山小 8'02

4 佐藤　真帆 鮎貝小 8'08

5 竹田　友美 鷹山小 8'26

6 金子　美咲 鮎貝小 8'33

小学５年男子距離

1 小関　忠樹 鷹山小 6'14

2 片山　祥平 蚕桑小 6'51

3 児玉　聡太 蚕桑小 6'56

4 小関　圭樹 鷹山小 7'19

5 押切　啓介 荒砥小 7'56

6 迎田　　泰 鮎貝小 7'58

小学６年女子距離

1 髙橋　　彩 中山小 6'33

2 竹田　すず 鷹山小 7'18

3 小関　花菜 鷹山小 7'48

4 黒沼美由紀 中山小 7'55

5 神居　幸恵 鮎貝小 8'00

6 今野美恵子 中山小 8'01

小学６年男子距離

1 佐藤　　瑶 鮎貝小 5'52

2 紺野　圭汰 鷹山小 5'54

3 梅津　哲弥 鷹山小 5'57

4 竹田衣武希 鷹山小 6'05

5 赤間宏太郎 鮎貝小 6'07

6 田苗　真悟 蚕桑小 6'24

中学男子距離

1 松木　光寿 東中１年 6'57

2 佐竹　貴宏 東中１年 7'17

第34回白鷹町民スキー大会の結果
２月19日／白鷹町営スキー場
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白
鷹
町
教
育
委
員
会　

　

今
年
度
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進

地
域
指
定
２
年
目
。
研
究
テ
ー
マ

を｢

『
郷
土
を
愛
し
、
志
高
く
・
誇

り
薫
る
白
鷹
人
』
の
育
成
に
向
け
、

小
・
中
・
高
及
び
地
域
が
連
携
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
研
究
」

と
設
定
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　　

各
学
校
毎
に
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
か
ら
、
夢
を

与
え
る
講
演
や
実
体
験
を
取
り
入

れ
た
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
キ
ャ
リ
ア

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
の
作
成

も
進
め
ま
し
た
。
７
月
に
は
東
北

公
益
大
学
の
國
眼
眞
理
子
教
授
を

講
師
に
招
き
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
生
は
、

特
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

�
子
�
�
�
向
�
合
�
�
�
話
�

�
聴
�
�
�
�
�
大
切
�

�
�
将
来
�
夢
�
持
�
�
�
�
�
�

�
親
�
話
�
�
�
��
知
的
好
奇
心

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
培
�
�

�
�

�
�
�
�
�
付
�
�
�
力
�
�
�
�

�
反
応
力
�
�
愛
嬌
�
�
楽
天
力
�

�
�
�
�
�
�
�

職
場
体
験

　

職
場
体
験
の
主
た
る
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
設
定
し
て
、
７
月
に

西
中
学
校
、
東
中
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
連
続
５
日
間
、
９
月
に
は
荒
砥

高
校
で
５
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

【
ね
ら
い
】

�
実
際
�
�
働
�
�
�
�
�
体
験

�
通
�
�
�
働
�
�
�
�
意
義
�

喜
�
�
大
変
�
�
職
業
�
自
分
�

適
正
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�

適
切
�
勤
労
観
�
職
業
観
�
身
�

付
�
�
�

�
社
会
生
活
�
職
業
生
活
�
営
�

上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

規
律
�
礼
儀
作
法
�
言
葉
使
�
�

大
切
�
�
実
感
�
�
�

　

５
日
間
の
職
場
体
験
に
よ
り
自

分
の
将
来
を
「
働
く
」
と
い
う
こ

と
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
１
〜
２
日

間
だ
と
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
。」ま

た
「
楽
し
か
っ
た
。」だ
け
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
５
日

間
に
な
る
と
生
徒
の
職
業
に
対
す

る
見
方
や
考
え
方
に
変
容
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
は
、
生
徒
の
感
想
で
す
。

�
�
�
�
�
�
礼
儀
�
言
葉
遣
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
大

切
�
�
�
�
実
感
�
�
�
�
�
苦

労
�
�
�
仕
事
�
�
�
抜
�
�
�

�
感
�
�
�
�
�

�
�
金
�
�
�
�
�
�
�
考
�
�

�
�
学
�
�
�
�
気
持
�
�
変
�

�
�
�
�
�

�
毎
日
同
�
仕
事
�
続
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
今
回
�
体
験
以

上
�
�
�
�
続
�
�
�
�
母
�
�

�
�
�
感
�
�
�
�
�
感
謝
�
気

持
�
�
�
�
�
�
�
�
�▼

町内理容店での職場体験の様子
スタッフの指導でウィッグ（マネ
キン人形）のパーマを巻く

諏�

�

�

�

訪
堰
�
総
合
学
習
�
評
価
�
�
�

東
根
小
学
校
�
全
国
表
彰
�
受
賞

　

東
根
小
学
校
が
、
全
国
農
村
振

興
技
術
連
盟
が
主
催
す
る
「
第
15

回
農
業
農
村
整
備
事
業
広
報
大
賞
」

に
お
い
て
、
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
小
学
校
で
初
の
受
賞
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
報
大
賞
は
、
農
業
農
村

整
備
事
業
の
役
割
や
効
果
な
ど
に

つ
い
て
、
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
、

優
れ
た
広
報
活
動
を
行
っ
た
団
体

な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
毎

年
、
全
国
の
土
地
改
良
区
や
農
業

関
係
団
体
な
ど
が
表
彰
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

東
根
小
学
校
で
は
、
今
年
度
４

年
生
が
、
地
元
を
流
れ
る
農
業
用

水
路
の
諏す
わ
ぜ
き

訪
堰
に
つ
い
て
勉
強
し

て
き
ま
し
た
。
県
と
諏す
わ
ぜ
き

訪
堰
土
地

改
良
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
授
業
や
施
設
見
学
な
ど
を

通
し
て
、
諏す
わ
ぜ
き

訪
堰
の
歴
史
や
役
割

を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ま

と
め
と
し
て
、
創
立
80
周
年
記
念

式
典
で
は
劇
「
あ
あ
、
諏す
わ
ぜ
き

訪
堰
物

語
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
発
表
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
総
合
学
習
の
成
果
が
、

特
に
優
秀
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、
風
間
校
長
先
生
と
、

児
童
代
表
の
４
年
生
迎
田
俊
崇
さ

ん
と
菅
間
結
衣
さ
ん
と
が
役
場
を

訪
問
し
、
表
彰
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
迎
田
さ
ん
は
「
劇
で
は
、

道
具
な
ど
は
全
部
手
づ
く
り
で
、

せ
り
ふ
な
ど
を
覚
え
て
演
じ
る
こ

と
が
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。」、

菅
間
さ
ん
は
「
諏す
わ
ぜ
き

訪
堰
は
、
町
に

必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
ん

な
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

先
生
、
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　
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　　 ひ・み・つ

ひが
しね
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

保育士「○○ちゃん、おしっこ

　　　でない？」

３歳女「ひ・み・つ」

保育士「ひみつってなあに？」

３歳女「はちみつのこと。あま

　　　あいの。」

佳
作　

石
臼
が
回
る　

民
話
の
里
に
な
る　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

あ
の
植
樹
何
だ
っ
た
ろ
う
花
粉
症　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

鼻
筋
に
白お
し
ろ
い粉

は
し
ゃ
ぐ
祭
り
の
子　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

豪
雪
を
ふ
ん
ば
り
抜
け
ば
花
粉
症　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

花
粉
症
で
す
と
隠
し
て
い
る
涙　
　
　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

子
を
庇か
ば

い
通
し
火
の
粉
を
浴
び
る
母　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

花
粉
症
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
る
手
が
忙せ
わ

し　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

粉
食
の
思
い
出
語
る
戦
中
派　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

粉
雪
の
風
情
に
遠
い
雪
の
嵩か
さ　

　
　
　
　
　

白
河
市　

亀
山
富
美
男

　

〃　

晒さ
ら

し
粉こ

が
効
き
過
ぎ
た
の
か
地
が
傷
み　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

粉
を
練
る
煮
る
の
秘
伝
を
継
い
だ
蕎
麦　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

身
を
粉
に
や
っ
と
や
っ
と
の
小
さ
い
城　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

秀
逸　

若
者
を
誘
う
悪
魔
の
白
い
粉　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

長
生
き
を
し
そ
う
金
粉
入
り
の
酒　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

自
分
史
を
少
し
粉
飾
し
て
い
ま
す　
　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

　

〃　

喰
い
つ
な
ぐ
笹
米
だ
ん
ご
旨う
ま

か
っ
た　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

天
ぷ
ら
粉
妻
の
機
嫌
と
ま
じ
り
合
い　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

政
治
屋
は
火
の
粉
巧た
く

み
に
避
け
て
生
き　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

紛
争
の
中
に
真
実
見
え
隠
れ　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

身
を
粉
に
稼
い
だ
母
の
背
の
丸
み　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

粉
飾
に
手
を
染
め
堕お

ち
る
蟻
地
獄　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

風
雲
児
の
夢
粉
々
に
砂
の
城　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

五
客　

石
臼
の
粉
が
自
慢
の
手
打
ち
蕎
麦　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

紛
糾
の
耐
震
偽
装　

国
揺
ら
ぐ　
　
　
　
　

佐
野
原
五
十
嵐
あ
き
よ

　

〃　

軍
事
便　

粉
骨
の
兵
還か
え

ら
な
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

薬
だ
と
信
じ
て
効
い
た
メ
リ
ケ
ン
粉　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

雑
穀
の
粉
で
し
の
い
だ
開
墾
史　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

人
位　

小
笠
原
流
だ
と
粉こ
な
ち
ゃ茶

笑
い
合
う　
　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

地
位　

人
工
受
粉
苦
労
実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

天
位　

落お
ち
う
ど人

の
里
で
秘
伝
の
蕎
麦
粉
練
る　
　
　
　

十　

王　

荒
川　

一
星

　

軸　

脱
脂
粉
乳
消
し
て
は
な
ら
ぬ
過
去
が
あ
る　
　
　
　
　
　
　

白
兎

次
回
課
題　

「
子
」
三
月
末
日
ま
で　

「
風
」
四
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

粉　
　
　
　

高
橋　

白
兎　

選

外国の計算

保育士「１たす１は？」

子①「２（に）」

子②「ツウ」

子③「外国は英語だから計算違

　　うと思うよ！」

　

水
環
境
を
壊
す
原
因
の
主
な
も

の
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排

水
で
す
。
そ
の
処
理
対
策
の
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

浄
化
槽
で
す
。
浄
化
槽
は
、
雑
排

水
と
し
尿

3

3

の
汚
れ
を
90
％
除
去
す

る
ミ
ニ
下
水
道
で
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
全
町
を
下
水
道

化
す
る
た
め
の
有
効
な
手
法
と
し

て
、
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排

水
の
区
域
外
を
対
象
に
、
浄
化
槽

の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

排
水
設
備
の
工
事
（
浄
化
槽
本
体

を
除
く
）
を
行
う
と
き
は
、
融
資

の
あ
っ
旋
と
利
子
補
給
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
�
設
置
�
�
�
�
補
助

事
業
�
行
�
�
�
�
�

　

平
成
18
年
度
補
助
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
浄
化
槽

下
水
道
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排

水
実
施
区
域
以
外
の
一
般
住
宅

●
補
助
限
度
額

　

５
人
槽　

37
万
５
０
０
０
円

　

７
人
槽　

43
万
８
０
０
０
円

　

10
人
槽　

55
万
５
０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間　

　

４
月
３
日（
月
）
〜
28
日（
金
）

☆
補
助
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

４
月
28
日
（
金
）
ま
で
申
請
書

（
建
設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
18
年
度
に
補
助
す

る
基
数
は
30
基
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
請
数
が
多
い
場
合
は

抽
選
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

建
設

水
道
課
下
水
道
係
（
☎
85

－

６
１

３
８
）

水
環
境
�
保
全
�
�
�
�

浄
化
槽
�
設
置
�
�
�
�
�
－

浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
の
お
し
ら
せ

－

魚のすむ自然豊かな水環境を

守りましょう。
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〈働き盛り編〉

　子育てや仕事で毎日忙しい働き盛りの皆さん、身体は年に１回、健康診断を受
けますが、心（メンタルヘルス）の健康チェックはどうでしょうか。心もストレ
ス社会の中で疲れています。心も身体と同様、メンテナンスとケアが必要です。
　白鷹町の死因別死亡状況を見ると、年に５人前後の人がほぼ毎年自殺で亡くな
っています。置賜地域の年代別死因でも40～ 50歳代の男性が多くなっています。 「元気ニコニコ推進会議」

掲示板
　健康づくりのためのウォ
ーキング、楽しみながらで
きたら最高ですね。心の健
康にも有効です。自然や町
並みを楽しみながら、会員
と一緒に歩いてみませんか。
桜が咲いたら、最上川を歩
く計画をしています。健康
づくりの輪を広げる活動に
参加しませんか。
　詳しくは、事務局（健康
推進係☎86－0210）に
お問い合わせください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈心の健康を保つための秘訣〉

　休養といっても、ゴロゴロしているだけでは不

十分です。心身を十分休ませながら、明日の生活

の英気を養うことが大切です。

　元気に働き続けるためには、心が疲れ過ぎな
いように、休養～「休むこと」「養うこと」～
することが大切です。
　それでも疲れを感じたら「健康チェック」を
してみましょう。（専門機関に相談しましょう）
バブル崩壊後発症が増えている「うつ病」は心
の風邪と言われ、早期発見・早期治療がポイン
トです。
※専門機関
○医療機関（精神科等）
○山形県精神保健福祉センター
　（☎023－631－7060）
○置賜保健所（☎0238－22－3015）
（※メンタルヘルスガイドブック置賜保健所より）

「健康日本21」心の健康目標
①ストレス感じた人の減少
②十分な睡眠の確保
③睡眠の確保のための睡眠補
　助品等を使う人の減少
④自殺者の減少

うつ病の早期発見
・不眠傾向・疲れやすい
・食欲がない・意欲減退
・考えがまとまらない
・楽しくない・緊張しやすい
・失敗などから立ち直れない
・他人の評価が強く気になる

休養の鉄則

●１日の疲れはアフター５に取る
●１週間の疲れは休日に取る
●蓄積疲労は長期休暇で取る

睡　眠

●眠りはストレス解消の特効薬！
●快適睡眠のためには朝食を大事
　に夕食は軽く
●目が覚めたら光を入れて体内時
　計をスイッチオン
　～同じ時刻に毎日起床、早起き
　が早寝に通じる

運　動

●運動はストレスに効く！体のケ
　アは心のケア
●１日1000歩多く歩こう

栄　養

●栄養素の中にはストレスを防い
　だり、心身の疲労を回復させる
　のに役立つものがあります。特
　にたんぱく質、ビタミン、ミネ
　ラルは心の三大栄養素
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中央公民館・地区公民館の使用申込が

Ｅメールでできるようになります

　中央公民館・各地区公民館の使用申込については、電話または各館
に直接来館いただき受け付けていますが、さらにＥメールでいつでも
申し込みができるようになります。

【Ｅメールによる申し込みについて】

●開始時期

　平成18年４月１日以降の申し込みから

●申込方法
　町ホームページの「申請書ダウンロード」に掲載されている「公民館使用申込書」に必要事項を記入して、
各公民館のメールアドレス宛てに送信します。
　なお、各公民館の部屋名などについてもホームページで確認できます。
　同様に部屋の予約状況を「施設活動状況公開」欄で検索できますが、事務処理などの関係で最新の内容で
ない場合がありますのでご了承ください。

●申込期間
　希望する使用日より１週間前まで申し込みください。後日、「使用許可の有無」をメールで返信します。

●使用申込メールアドレス及び問い合わせ先

公民館名 メールアドレス・問い合わせ電話番号

中央公民館
E-mail：chuo ＠ so.town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 6143

蚕桑地区公民館
E-mail：koguwa-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 2153

鮎貝地区公民館
E-mail：ayukai-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 2342

荒砥地区公民館
E-mail：arato-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 0260

十王地区公民館
E-mail：jyuuou-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 2102

鷹山地区公民館
E-mail：takayama-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎87 － 2502

東根地区公民館
E-mail：higashine-dairi ＠ town.shirataka.yamagata.jp

☎85 － 2228

問い合わせ
教育委員会　地域振興推進係

（☎85－6146）

公 民 館
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い　つ　３月21日（火）春分の日
　　　　　　午後１時30分～午後４時10分
　　　　　（午後１時開場）
どこで　タス（長井市）
　　　　　　２階コンベンションホールⅡ

●内容
Ⅰ基調講演
　「どうやって残す？地方の鉄路
　　～相次ぐローカル線廃線の中で～」
　【講師】日本福祉大学経済学部
　　　　　　　助教授　中村智彦さん
　
Ⅱパネルディスカッション
　テーマ「フラワー長井線とまちづくり」
　【コーディネーター】
　　日本福祉大学経済学部助教授　中村智彦さん
　【パネリスト】
　　会津鉄道株式会社　代表取締役社長　根本茂太さん
    　長井まちづくりＮＰＯセンター代表理事　小幡知之さん
　　ＪＴＢプラネット旅行社　取締役旅行事業部長　佐々木優子さん

●定員　120人
●参加方法　当日、直接会場にお越しください。

　●主催　フラワー長井線利用拡大協議会
　■問い合わせ　フラワー長井線利用拡大協議会事務局
　　（長井市企画調整課企画係内・☎84－2111 内線342）

これからの地方鉄道と地域づくり

マイレールを次世代につなげよう
　フラワー長井線は、大正年間に軽便鉄道として開通以来約80数年、地域住民や通学生の貴重な
足として、重要な役割を果たしてきました。しかし、車社会の進展や少子化による高校通学生の
減少などにより、年々利用者数が大きく落ち込み、経営状況は非常に厳しくなっており、危機に
直面しています。
　フラワー長井線を存続するためには、沿線地域の住民活力と地域資源を結びつけた利用を図る
ことが必要であり、産業の振興にもつながります。フラワー長井線沿線には、身近すぎて見過ご
されてきた資源がたくさんあります。皆さんで地域の資源に磨きをかけ、沿線の魅力アップを図
る取り組みを考えていきましょう
　今回は、フラワー長井線とまちづくりや観光振興などをテーマとしたシンポジウムを開催しま
す。ぜひ皆さんご参加ください。

シャトルバス（無料）の
ご案内

長井駅－タス間のシャトルバスを

運行します。フラワー長井線をご

利用のうえ、ご来場ください。

長井駅発－タス行き

●12：30

（長井線上り　荒砥駅発12：03

　　　　　　→長井駅着12：23）

タス発－長井駅行き

●16：40

（長井線下り　長井駅発16：55

　　　　　　→荒砥駅着17：14）

　同時開催
「長井線　今・昔　写真展」

昭和28年当時のＳＬから現在の
フラワーライナーまで、長井線
の歴史を物語る写真の数々をご
覧ください。
（小口昭さん撮影）

参加無料
どなたでも

ご参加ください

フラワー長井線利用拡大シンポジウム

◇講師プロフィール

●なかむらともひこ
1964年東京都生まれ。上智大学卒
業後、名古屋大学大学院修了。
現在、日本福祉大学経済学部助教
授。愛知県産業振興計画策定委員
等地方自治体の委員などを歴任。
３年前からは長井市の産業振興に
も携わる。
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催　し

�
�
�
�
�
�
�
�
学
生
就
職

�
�
�
�
�

１
．
東
京
会
場

▼
い
つ　

５
月
12
日
（
金
）
昼
12

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
文
化
会
館
２
階

２
．
山
形
会
場

▼
い
つ　

４
月
26
日
（
水
）
昼
12

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
ィ
ン

グ
（
山
形
市
）

３
．
庄
内
会
場

▼
い
つ　

５
月
８
日
（
月
）
昼
12

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

い
ろ
り
火
の
里
「
な

の
花
ホ
ー
ル
」（
三
川
町
）

▼
対
象　

大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
な
ど
の
平
成
19
年
３
月

卒
業
予
定
者

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
職

業
安
定
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９
）
ま
た
は
、
お
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

国
際
�
�
�
�
�
�
�
長
井�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
茶
会
�

�
�
�

▼
い
つ　

４
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

小
桜
館
（
旧
西
置
賜

郡
役
所
・
長
井
市
）

▼
茶
会
券　

１
３
０
０
円
（
二
席

・
立
札
式
・
点
心
）

＊
バ
ザ
ー
も

■
問
い
合
わ
せ　

国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
長
井　

岩
井
由
美
子
（
☎

84

－

４
３
１
１
）

裁
判
員
制
度
説
明
会

▼
い
つ　

３
月
22
日
（
水
）
午
後

３
時
〜
４
時
30
分

県
営
住
宅
�
入
居
�
募
集
�
�
�

白
鷹
ア
パ
ー
ト

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

１
４
８
２

－

１

▼
間
取
り

　

６
＋
６
＋
４
・
５
畳
＋
Ｄ
Ｋ

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
家
賃　

月
額
１
万
２
５
０
０
円

〜
２
万
７
５
０
０
円
（
敷
金
は
家

賃
の
３
カ
月
分
）

＊
高
齢
者
世
帯
、
心
身
障
害
者
世

帯
、
母
子
世
帯
、
多
子
世
帯
な
ど

に
対
し
て
入
居
決
定
に
あ
た
り
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
資
格　

入
居
す
る
世
帯
の

収
入
が
公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る

基
準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が

い
る
か
た

▼
受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）

〜
12
日
（
水
）

▼
入
居
開
始
時
期　

５
月
中
旬

＊
申
込
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
西
事

務
所
（
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
内

・
☎
88

－

５
６
５
１
）

山
形
県
若
者
就
職
支
援
�
�
�
�

�
�
�
�
活
用
講
座
�

▼
日
程　

３
月
14
日
（
火
）
〜
17

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午

（
３
時
間
×
４
日
＝
12
時
間)

＊
12
時
間
修
了
者
に
は
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。

▼
ど
こ
で　

レ
ッ
ツ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
学
院
白
鷹
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ソ

フ
ト
小
村
内
）

▼
内
容

①
文
書
中
へ
の
表
の
作
成
と
活
用

②
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

③
差
込
印
刷
機
能
、
画
像
取
り
込

み
を
使
っ
た
文
書
作
成

④
名
刺
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の

　

作
成

▼
対
象
者　

求
職
者
及
び
こ
れ
か

ら
の
お
仕
事
で
パ
ソ
コ
ン
を
も
っ

と
使
い
こ
な
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
か
た

▼
募
集
人
数　

15
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り)

▼
受
講
料　

無
料

▼
主
催　

山
形
県
若
者
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

レ
ッ
ツ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
・
新
野
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
☎
０
１
２
０

－

85

－

５
１
２
６
）

募　集

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁

判
所
米
沢
支
部
会
議
室

▼
内
容　

裁
判
員
制
度
広
報
ビ
デ

オ
視
聴
、
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し
た

手
続
説
明
、
質
疑
応
答
な
ど

▼
説
明
担
当
者

　

山
形
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
庶
務
係
長　

熊
谷
浩
三
さ
ん

　

山
形
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
長　

阿
部
朋
巳
さ
ん

▼
申
込
方
法　

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地

方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
担
当
係

（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１

１
内
線
５
４
６
）

�
�
�
�
�
�
�
集
�

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
膀
胱
・

肛
門
の
造
設
者
）
が
、
日
常
生
活

の
悩
み
や
苦
労
を
語
り
合
い
、
協

力
し
て
い
く
集
会
で
す
。

▼
い
つ　

３
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
）

▼
内
容　

研
修
会
、
懇
談
会

▼
会
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
）

▼
締
め
切
り　

３
月
12
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
橋

（
☎
０
２
３
８

－

38

－

５
５
３
８
）
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おしらせ

平
成
18
年
度
内
閣
府
青
年
国
際

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

世
界
各
国
の
青
年
交
流
を
通
し

て
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広

い
国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精

神
を
身
に
つ
け
た
次
代
を
担
う
に

青
年
を
育
成
す
る
事
業
で
す
。

▼
交
流
事
業
の
概
要

①
国
際
青
年
交
流

バ
ル
ト
三
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
な
ど
に
日
本
青
年
各
12

人
を
20
日
間
程
度
派
遣
。

②
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

中
国
に
日
本
青
年
27
人
を
20
日
間

程
度
派
遣
。

③
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

韓
国
に
日
本
青
年
27
人
を
15
日
間

程
度
派
遣
。

④
世
界
青
年
の
船

日
本
青
年
約
１
２
０
人
と
外
国
青

年
約
１
４
０
人
が
45
日
間
程
度
、

船
内
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ト
ン
ガ
を
訪
問
。

⑤
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

日
本
青
年
約
40
人
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

10
カ
国
の
青
年
約
３
０
０
人
が
50

日
間
程
度
、
船
内
で
共
同
生
活
を

し
な
が
ら
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
５
カ
国
を
訪
問
。

▼
締
め
切
り　

３
月
31
日
（
金
）

▼
中
間
選
考
試
験　

４
月
15
日（
土
）

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館
展
示
品
を

模
様
替
え
し
ま
し
た

▼
試
験
科
目　

英
会
話
（
英
検
２

級
程
度
）、面
接

＊
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
女
性
青

少
年
政
策
室
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
７
２
７
）

山
形
県
立
農
業
大
学
校
�
特
別

研
修
過
程
�
研
修
生
募
集

　

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に
学

ぶ
研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
部
門
、
新

技
術
導
入
部
門
、
直
売
加
工
部
門

▼
研
修
期
間　

平
成
18
年
４
月
か

ら
約
１
年
間

▼
対
象　

新
規
就
農
希
望
者
、
新

た
な
事
業
展
開
を
目
指
す
農
業
者

▼
募
集
人
員　

30
人

▼
研
修
先　

農
業
大
学
校
ほ
か
、

農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進

農
業
者
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

▼
締
め
切
り　

３
月
31
日
（
金
）

＊
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
（
☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
を
図
る

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

①
労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
）

　

約
60
人

②
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
）

　

約
25
人

▼
受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）

〜
14
日
（
金
）（
郵
送
の
場
合
、

最
終
日
消
印
有
効
）

▼
試
験
日

①
１
次
試
験　

６
月
11
日
（
日
）

②
２
次
試
験　

７
月
25
日
（
火
）

　

ま
た
は
26
日
（
水
）

＊
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/sa
iy
o
/

saiyo.htm

）を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

７

１
２
０
）

�
�
�
�
実
技
指
定
講
習
�
二

級
�
�
�
�
技
士
免
許
試
験

�
受
験
資
格
�

▼
い
つ　

４
月
27
日
（
木
）
〜
30

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
３
日
間
講
習
）

�
�
�
�
�
�
地
滑
�
災
害
救

援
義
援
金
�
�
�
協
力
�
願
�

�
�
�

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
で
、

２
月
17
日
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な

地
滑
り
が
発
生
し
、
多
数
の
死
傷

者
が
発
生
す
る
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
災
害
救
援
義
援
金
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）

▼
定
員　

60
人

▼
受
講
料　

１
万
６
２
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

労
働
基
準
協
会
連
合
会
（
☎
０
２

３

－

６
４
３

－

７
８
７
２
）
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十
王
地
内
で
分
譲
し
て
お
り
ま

す
「
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
残
り
１
区
画
と
な

り
ま
し
た
。

◇
分
譲
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
十
王
字

宝
前
町
三
�
�
�
�
番
地
13

�
地
目
�
宅
地

�
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

�
学
区
�
町
立
荒
砥
小
学
校
�
町

立
東
中
学
校

�
水
道
�
町
水
道
配
管
済
�
加
入

金
�
自
己
負
担
�

�
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
不
要
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
己

負
担
�

�
電
気
�
引
込
線
�
自
己
負
担

�
�
�
�
�
�
�
�
共
同
受
信
�

�
�
�
�
加
入
�
加
入
金
�
管
理

費
�
�
�
衛
星
放
送
�
�
�

�
交
通
�
山
形
市
�
�
車
�
25
分
�

�
�
�
40
分
�
�
�
�
�
長
井
線

荒
砥
駅
�
�
車
�
5
分

◇
区
画
の
面
積
（
価
格
）

・
�
�
�
�
12
�

�
�
�
�
万
円
�

�
土
地
開
発
公
社
所
有
�

土
地
�
販
売
�
�
�
。

◇
販
売
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲

下
横
内
�
�
�
番
地
4
�
大
天
白

83
番
地
4
�
町
道
道
目
記
貝
生
線
�

荒
砥
小
学
校
東
側
付
近
�

●
地
積
�
�
�
�
�
13
�

●
地
目
�
宅
地
�
整
地
�
必
要
�

�
�

●
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

●
水
道
�
町
水
道
未
配
管
�
加
入

金
�
配
管
工
事
費
�
自
己
負
担
�

●
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
�
自
己
負
担
�

●
販
売
価
格
�

�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
詳
細
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�

�
�

●
い
ず
れ
の
土
地
も
、
先
着
順
で

す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
は
、
白
鷹
町
土
地
開

発
公
社
（
役
場
政
策
改
革
課
内
）

ま
で
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�

残
り
１
区
画
！

▼
受
付
期
間　

３
月
31
日
（
金
）

▼
受
付
場
所　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

障
害
者
�
�
�
�
相
談
室
�
障

害
者
�
�
�
番
�

　

３
月
20
日
（
月
）
よ
り
、
弁
護

士
に
よ
る
臨
時
の
無
料
法
律
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
金
銭
の
ト
ラ

ブ
ル
、
相
続
問
題
、
架
空
請
求
な

ど
、
困
り
事
に
つ
い
て
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
対
象　

心
や
身
体
に
障
害

を
持
つ
か
た
、
そ
の
家
族
や
関
係

者▼
相
談
方
法　

電
話
・
手
紙
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
来
所
（
事
前
予
約
要
）

▼
対
応
者　

弁
護
士
な
ど

▼
直
通
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）　

☎
０
２
３

－

６
８
７

－

５
３
３
３

▼
会
場　

山
形
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
（
山
形
県
身
体

障
害
者
福
祉
会
館
内
）

▼
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
、
第

３
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
時
間
外
、
土
日
、
祝
日
な
ど

は
、
留
守
番
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
対

応
。
後
日
連
絡
。）

＊
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

３
６
９
０
）

�
�
�
�
長
井
線
�
利
用
券

�
�
�
�
年
版
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
長
井
線
利
用
拡
大
協

議
会
�
�
�
利
用
拡
大
事
業
�
一

環
�
�
�
利
用
券
�
特
殊
回
数
乗

車
券
�
�
作
成
�
販
売
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
長
井
線
�
存
続
�

�
�
�
�
�
利
用
�
�
協
力
�
�

�
�
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

�
�

�
利
用
券
�
�
�
�

�
内
容�

�
�
�
円
券
11
枚
一
綴

�
�
�
�
�
�
円
分
�

�
�
�
�
�
�
�
�
同
�
大
�
�

�
�
贈
答
用
�
�
�
�
�
利
用
�

�
�
�
�
�
�

�
価
格�

�
�
�
�
円
�
�
�
�

円
分
�
得
�
�
�
�

�
使
用
方
法�

乗
車
�
�
�
�
�
�

駅
�
切
符
�
交
換
�
�
�
�
車
内

�
運
賃
�
支
払
�
�
�
�
利
用
券

�
�
支
払
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
円
未
満
�
料
金

�
�
�
�
�
出
�
�
�
�
�
�
差

額
�
現
金
�
�
支
払
�
�
�
�
�
�

�
取
扱
先�

政
策
改
革
課
�
荒
砥

駅
�
�

�
問
�
合
�
��

政
策
改
革
課
政

策
企
画
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

▼

利
用
券
表
紙
／
平
成
17
年
度
「
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

抜
け
る
よ
う
な
青
さ
に
つ
つ
ま
れ

た
白
銀
の
世
界
。
素
晴
ら
し
い
快
晴

で
あ
る
。
そ
の
中
、
白
鷹
ス
キ
ー
場

で
白
鷹
町
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
た
。

小
学
生
か
ら
熟
年
者
ま
で
参
加
し
て

の
年
一
回
の
大
会
。
太
陽
の
光
を
受

け
て
、
ス
キ
ー
場
は
き
れ
い
に
掃
い

た
よ
う
に
輝
い
て
見
え
る
。
ま
た
、

周
辺
の
山
々
に
は
、
と
り
わ
け
大
朝

日
岳
は
白
い
美
し
い
姿
を
目
の
前
に

く
っ
き
り
と
現
し
、
遠
く
に
飯
豊
の

連
山
が
ぼ
や
け
て
白
く
雄
大
に
連
な

っ
て
い
る
。
天
下
の
絶
景
と
い
え
る
。

そ
れ
ほ
ど
寒
く
も
な
く
、
こ
の
よ
う

な
快
晴
は
め
っ
た
に
な
い
と
い
う
。

こ
の
た
び
の
冬
は
、
前
半
が
記
録
的

な
大
雪
で
ひ
ど
い
降
雪
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
雪
害
が
な
い
よ

う
に
と
そ
の
厳
し
さ
に
天
を
恨
め
し

く
な
る
が
、
今
日
の
よ
う
な
と
き
は
、

雪
国
だ
か
ら
こ
そ
の
何
も
の
に
も
か

え
ら
れ
な
い
幸
せ
な
感
じ
に
な
る
。

小
学
生
の
大
回
転
や
回
転
、
距
離
ス

キ
ー
が
開
始
さ
れ
、
勢
い
よ
く
出
発

す
る
。
こ
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、
こ

の
白
鷹
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
、
心
身

と
も
に
、
元
気
に
、
た
く
ま
し
く
育

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

先
ご
ろ
、
東
根
小
学
校
４
年
生
の

演
劇
な
ど
の
活
動
（
教
育
活
動
）
が

「
第
15
回
農
業
農
村
整
備
事
業
広
報

大
賞
」
の
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
こ

の
分
野
で
小
学
校
児
童
の
活
動
の
受

賞
は
全
国
で
初
め
て
で
あ
る
。
約
４

０
０
年
前
に
作
ら
れ
た
「
諏す

わ
ぜ
き

訪
堰
」

の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
の
創
作
劇

発
表
や
、
今
ま
で
の
研
究
を
評
価
し

て
の
誇
れ
る
表
彰
で
あ
る
。
私
も
そ

の
劇
を
見
た
が
す
ば
ら
し
い
出
来
栄

え
で
あ
っ
た
。
上
っ
面
の
劇
の
表
現

で
な
く
、
地
域
な
り
堰せ

き

な
り
の
歴
史

を
小
学
生
の
感
性
豊
か
に
表
す
も
の

で
あ
っ
た
。
受
賞
の
報
告
に
わ
ざ
わ

ざ
町
長
室
に
来
て
く
れ
た
と
き
に
、

こ
の
堰せ

き

を
ど
う
思
い
ま
す
か
と
尋
ね

た
。
そ
の
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
言

葉
が
、「
誇
り
に
思
い
ま
す
。」。
う
れ

し
か
っ
た
。「
堰せ

き

」
の
役
割
は
４
０
０

年
間
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
「
堰せ

き

」
に
よ
っ
て
長
い
歴
史
の

中
で
農
業
、
地
域
が
大
き
く
変
化
し

た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
「
地

域
の
誇
り
」
と
自
信
を
持
た
せ
る
、

人
間
教
育
の
素
材
と
し
て
の
価
値
を

持
つ
。

　

秋
に
は
本
町
で
は
駅
伝
や
マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
る
。
す
べ
て
道
路
上
で

行
わ
れ
る
。
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

東
北
学
生
駅
伝
選
手
権
大
会
、
町
誕

生
記
念
駅
伝
大
会
な
ど
、
伝
統
的
大

会
を
開
い
て
き
て
い
る
。
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
は
県
下
に
二
つ
し
か
な
い
公

認
コ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
東
北
学

生
駅
伝
選
手
権
大
会
は
、
全
国
選
手

権
で
の
東
北
代
表
校
を
決
定
す
る
大

会
で
も
あ
る
。
道
路
は
通
常
、
人
・

自
動
車
の
通
行
や
物
の
運
搬
な
ど
が

役
割
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
人

び
と
の
自
己
鍛
錬
、
勝
負
へ
の
こ
だ

わ
り
、
交
流
、
そ
し
て
き
ず
な
。
多

く
の
人
生
の
姿
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

資
源
、
施
設
の
価
値
を
固
定
的
に

考
え
て
は
人
も
進
歩
し
な
い
し
、
社

会
も
進
歩
し
て
い
か
な
い
。
ま
し
て
、

否
定
的
見
解
か
ら
は
決
し
て
価
値
は

生
じ
な
い
。
い
か
に
、
有
効
に
、
前

向
き
に
、
多
面
的
な
角
度
か
ら
そ
の

価
値
を
創
り
出
す
か
で
あ
る
。

●2月1日 ▼2月28日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
浅　立　田　中　五　郎　85
萩　野　清　野　　貢　　67
荒砥甲　小　関　ふ　さ　89
荒砥甲　長谷部　辰　二　77
山　口　菅　　　き　ぬ　94
荒砥甲　加　藤　マツヱ　96
中　山　布　施　き　ゑ　98
荒砥乙　和　田　倉　造　97
滝　野　小　関　き　み　74
高　岡　　　賀　彦三郎　91
高　玉　金　田　ハルヨ　81
荒砥乙　鈴　木　と　み　97
高　岡　大　滝　　朗　　43
高　玉　金　田　征　一　67
高　玉　木　村　すいゑ　91
荒砥甲　梅　津　は　つ　94
荒砥甲　山　川　光　雄　81
箕和田　土　屋　きぬゑ　86
荒砥甲　新　野　哲　雄　86
畔　藤　新　野　末　吉　83
山　口　　　　　秀　夫　79
横田尻　丸　川　綾　子　83

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 衣袋 良　二 琢
たく

　斗
と

由　紀

広　野 梅津 宏　仁 あのん由　香

十　王 髙谷 剛　司 洸
こう

　瑛
えい

由香里

菖　蒲 小関 聖 大
やま

　和
と

喜代美

箕和田 齋藤 喜　教 俐
り

　玖
く

瞳

横田尻 金田 伸　一 倫
とも

　也
や

蕗　子

横田尻 小口 嘉　明 嘉
よし

　希
き

ｼﾞｮｾﾋﾟﾝ ﾗﾛｱ

高　玉 本木 栄　次 風
し

　琉
りゅう

貴　子

箕和田 黒澤 誠 伶
れい

　斗
と

后　雪

滝　野 海老名 直　志 葉
よう

　介
すけ

真　紀

鮎　貝 廣居 正　人 太
たい

　聖
せい

ひろ美

荒砥乙 鬼塚 真 悠
ゆう

　斗
と

久　美

鮎　貝 新野 健　人 紗
さ

　希
き

多映子

鮎　貝 新野 健　人 侑
ゆ

　希
き

多映子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（竹　田　芳　美　　畔　藤
小　関　雪　姫　　尾花沢市

（鈴　木　浩　一　　横田尻
勝　見　理英子　　長井市

（鬼　塚　　真　　　荒砥乙
情　野　久　美　　南陽市

（梅　津　雅　紀　　萩　野
中　田　伺　幸　　長井市
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